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●ランキング上位 30 物件の全てが“50 階以上クラス”のタワーマンション 

全国でのタワーマンションの最高階数ランキング（2020 年末までに竣工予定の物件を含む）において、第 1 位とな

ったのは 2017 年 7 月に竣工した「ザ・パークハウス西新宿タワー60」（60 階）で、第 2 位には「パークシティ武蔵小

杉 ミッドスカイタワー」（59 階）が僅差で続いている。東京湾岸エリアは一大供給先となっているが、最高階数に関

しては奇しくもストック数がさほど多くない内陸エリアのタワーマンションにトップの座を奪われる結果となっている。 

所在地では東京都の 28 棟が最も多く、大阪府の 12 棟、神奈川県の 6 棟が続いている。地方圏からは広島県の

「hitoto広島 The Tower」（53階）と「シティタワー広島」（52階）の 2棟が登場、中部圏からは上位にランクインする

タワーマンションは見られなかった（※「ザ・ライオンズ ミッドキャピタルタワー」（47 階）は第 53 位）。東京都の中で

は中央区の13棟が最多で、そのほとんどが「勝どき」「月島」の駅勢圏に集中、他にも港区の「汐留」「田町」、江東

区の「豊洲」「辰巳」を最寄駅とする物件が数多く登場している。50 階建てクラスの超高層マンションの密集度では

「武蔵小杉」も負けておらず、駅勢圏内にある 15 棟のタワーマンションのうち、5 棟がランクインしてきている。 

「ライオンズスクエアエルザタワー55」など、タワーマンション史において最高階数を更新してきた 1990年代竣工物

件も登場してきており、築後 20 年近くが経った現在でもその階数に寄る所の存在感はいまだ健在である。 

東京カンテイ、全国における超高層マンションの供給動向＆ストック数について調査・分析 

最高階数ランキングのトップは「ザ・パークハウス西新宿タワー60」 

第 2位には 59階建ての「パークシティ武蔵小杉 ミッドスカイタワー」がランクイン 
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タワーマンションの最高階数について年代を追

って見ていくと、1987 年 3 月に全国で初となる

30 階建てクラスの「ベルパークシティ G 棟」が

近畿圏で竣工し、翌月には首都圏でも「パーク

シティ新川崎 東二番街 G 棟」が相次いで登場

することとなった。1990 年代前半には他の圏域

でも 30 階建てクラスのタワーマンションが続々

と供給され始めたことで、各圏域における最高

階数は短期間のうちに更新を繰り返していた。

高層化が着実に進み、30 階建てクラスのタワ

ーマンションも数を増やしつつあった中で、全国

に先駆けて 40 階建てクラスの「RIC イースト  

コート 3 番街」が近畿圏で登場し、他の圏域と

の最高階数の差は再び開く結果となった。それ

から 2年後の 1993 年には、首都圏でも「リバー

シティ 21 スカイライトタワー」が登場するのだ

が、近畿圏では同じ時期に「ORC PRIOR 

TOWER」が竣工するなど、全国における最高階

数をめぐる競争は常に近畿圏が一歩リードする

展開を見せていた。 

1997 年に入ると、これまで続いていた首都圏と近畿圏における最高階数の関係にもようやく転機が訪れた。同年

12 月に「晴海アイランドトリトンスクエアビュータワー 1 号棟」が竣工したことで最高階数は近畿圏に並び、さらに

翌 1998 年の 7 月には「ライオンズスクエアエルザタワー55」が登場したのを受けて、全国での最高階数トップの座

を近畿圏から初めて奪取する運びとなり、これ以降は首都圏におけるタワーマンションが最高階数をリードし続け

るようになる。2000年代以降の大量供給時代に突入すると、近畿圏では2003年に「シティタワー大阪」、2006年に

「クロスタワー大阪ベイ」が順次登場し、再び全国での最高階数トップの座に迫る動きも見られた。しかし、首都圏

では 2008 年 1 月に「THE TOKYO TOWERS ミッドタワー・シータワー」が登場し、同年 9 月に竣工した「パーク    

シティ武蔵小杉 ミッドスカイタワー」がさらに最高階数を伸ばしたことで、その差は再び 5 階分まで開くことになる。

2017年には全国で初となる 60階建てクラスの「ザ・パークハウス西新宿タワー60」が首都圏で登場し、近畿圏でも

「ザ・パークハウス中之島タワー」が竣工したことで、それぞれの圏域内で最高階数をやや伸ばすこととなったが、

首都圏と近畿圏における最高階数の関係はここ 10 年近くの間でほとんど変わっていないのが現状である。

●最高階数をめぐる競争、1998 年を境に首都圏が近畿圏を逆転してリードする展開に


